
健康経営に関するその他の取組み

（１）健康管理に関する会社のサポートおよび社員のセルフケアについて

健康診断受診率100％ 常に積極、前向きな心、笑顔を心がける

全事業場（海外含）でのストレスチェック実施 主体的に自己の健康づくりに取り組む

充実した検査項目による予防と早期発見の徹底 ・健康診断の確実な受診

感染症対策の継続的取組み ・ストレスチェックの受検

労災撲滅に向けての職場環境の改善 ・健康に関する予防教育の受講

健康に関する予防教育の充実化 ・会社の各種サポート制度の理解

時間外労働時間の削減と有給休暇取得率の向上 　規則正しい生活習慣を実行する

余暇の充実に資する福利厚生制度の拡充 ・バランスの取れた食事

・適正体重の維持

・適度な運動

・良い睡眠

自分の体調にあった伊藤園製品を活用する

ことができる

健康診断の結果、注意が必要な社員への健康指導･助言 健診結果をもとに再検査･精密検査を主体的及び

　・病院の紹介、予約サポート 速やかに受診する

　　ハイリスク者に対する継続的な健康指導・助言 ハイリスク者のための教育を受講する

　・保健師、産業医による文書指導等の実施および

　　継続的な治療サポートの実施率　100%

治療中の社員に対する健康指導・助言 継続的な治療を受けるため、家族・職場への

　・病院の紹介、予約サポート 働きかけを主体的に行う

　・通院、服薬の継続確認（治療中断防止）

　・当人の上司、職場への理解促進サポート

　・必要に応じた経年でのフォロー継続

出産育児・病気・介護と仕事の両立支援「ファミリー 「ファミリーサポート制度」の内容について

サポート制度」の充実 理解し、家族にも説明できる

（２）社内の取組み

① 認知症予防に向けた取組みについて

【MCIスクリーニング検査　受検者数】

4,433千円費用総額

伊藤園では『伊藤園グループいきいき健康宣言』の実現に向け、社員の健康管理において各種取組み

を行っています。考え方としては、社員一人ひとりの健康状態に合わせ「予防」「指導」「治療」「両

立」の観点から、それぞれに合わせた支援を行っています。

会社のサポート（制度構築・周知） 社員のセルフケア（理解・行動）

予防

指導

治療

両立

社会的課題となっている認知症への理解を深める活動の一環として、認知症サポーター養成講座の受

講、筑波大学教授による講義、全社員対象のe-learning配信など、定期的な勉強会を実施しています。

また一定年齢ごとに会社負担で「ＭＣＩ（軽度認知障害）スクリーニング検査」を受けられる制度も

あり、検査結果が良くなかった社員に対しては、保健師のサポートを受けながら生活改善をしてもら

い、半年後に再検査できるようにしています。再検査の結果は2023年度時点で100％の改善率につな

がっており、今後も継続して予防への取組みを積極的に行っています。

2020～2023年度 263名

伊藤園本社で筑波大学教授による勉強会の様子



② 禁煙に向けた取組みについて

③ヘルスリテラシー向上、高血圧予防対策の強化

◆2024年度実績　～役員・管理職勉強会「健康管理の重要性と仮面高血圧について」実施

◆2023年度実績　～e-learning「高血圧を予防しよう」実施

◆健康診断より「高血圧者率」

※収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血圧90mmHg以上　（40歳以上を集計）

　受講対象者5,367名の参加率

　アンケート回答者3,035名のうち「理解できた・

　だいたい理解できた」と回答した人の率

　アンケート回答者3,035名のうち「満足・やや満足」

　と回答した人の率

e-learning受講率

e-learning理解度

e-learning満足度

　対面　117名、リアルタイム配信視聴　99名の合計

　アンケート回答者71名のうち「大変有意義・有意義

　だった」と回答した人の率

行動変容 95.8%
　アンケート回答者71名のうち「今後生活習慣の改善

　に取組む」と回答した人の率

受講者 216名

満足度 93.0%

喫煙による弊害は多くの病気と関係しており、喫煙対策は重要な健康課題と認識しています。喫煙率を

下げる取組みとして、禁煙外来補助金制度（2021年度より全額補助）や、喫煙者の生活改善に向けた

健康教育、経営レベルの会議や衛生委員会等での審議を毎年繰り返し行っています。また2023年度の

職場環境改善推進委員会からの発案で「禁煙デー（スワンスワンデー）」の導入が決定し、2024年度

から毎月2日、12日、22日の午前中に禁煙に取組んでいます。

脳・心血管疾患の原因となる高血圧を予防・改

善するため、伊藤園では「血圧計」を全拠点に設

置し、仕事中誰もが血圧管理できる環境を整えて

います。それにあわせて高血圧予防に関する全社

員向けのe-learning配信を行いました。役員・管

理職向けには産業医・保健師による勉強会を開

催し『健康管理の重要性と仮面高血圧につい

て』について学びました。

2021年度 2022年度

60.2%

100.0%

77.0%

2023年度 2025年度目標

高血圧者 15.6% 15.0% 14.7% 14.0%

健康診断項目

伊藤園本社で筑波大学教授による勉強会の様子

伊藤園本社での勉強会の様子。同時にリアルタイム配信も実施



④ラジオ体操の実施

※健康診断問診票より　1週間に2回、1回あたり30分以上の運動をしている人の率

　（40歳以上を集計）

⑤ 階段使用の推奨『３アップ・４ダウン運動』について

⑥ メンタルヘルスケアに関する取組みについて

〈2023年度実績〉

・ 「仕事に満足だ」の平均得点 2.3点

・ 「働きがいのある仕事だ」の平均得点 2.2点

⑦ 健康教育の実施（e-learning教育）について

⑧ 健康経営アドバイザーの資格取得支援について

運動による健康保持増進および環境にやさしい

取組みとして、エレベーターではなく階段の使用

を推奨し、『３アップ・４ダウン運動』を実施し

ています。本社や一部の事業場では、消費カロ

リーのステッカーを設置し、視覚的にも効果を

感じられるような工夫を施しております。

心とからだの健康維持増進の一環として、事業所規模/国内外にかかわらず、すべての事業所でストレ

スチェックを実施しています。セルフケア、ラインケア（管理職向け）のe-learningも導入し社員のメ

ンタルヘルスケア対策を行うと共に、社内相談窓口の周知や集団分析等を活用し、改善に努めていま

す。

※最低1点～最高4点で、高得点ほど不満足を表す

社員の生産性低下防止・事故発生予防（肩こり・腰痛、転倒）、運動習慣の定着を目的として「ラジオ

体操/ストレッチ」を全拠点で行っています。各職場の環境やスペースに応じて、ラジオ体操や立った

ままできるストレッチ等、様々な方法で楽しみながら実施しています。

※最低1点～最高4点で、高得点ほど悪い状態を表す

毎日の規則正しい生活習慣を行うため、全社員を対象とした健康教育を行い、正しい知識に基づく健

診結果の管理、自身の健康状態の把握、健康意識の向上を図っています。また、特定の健康リスクの

高い社員に対しては、生活習慣の改善、病気の予防・早期発見のための教育を行っています。

健康経営の実現に向けて、健康経営に関する基本的な知識を体系的に学び、普及・啓発する人材育

成、推進体制の構築を図るため、国の委託を受けて東京商工会議所が認定する「健康経営アドバイ

ザー」の資格取得を支援しています。

54.7%

（のべ28,587名）

　2023年度

　健康教育受講割合（e-leaningによる教育）

項　目 2021年度 2022年度 2023年度 2025年度目標

運動習慣率 30.9% 33.7% 35.1% 40.0%



⑨ 『野菜・果実マイスター制度』有資格者による取組みについて

⑩ 仕事との両立支援　『ファミリーサポート制度』　について

【事例①：不妊治療への補助金】

※2017年度～2023年度までの利用者　135名（累計）

【事例②：育児・介護の両立支援ブックを作成し社内イントラネットに掲示】

⑪「伊藤園　茶んと健康！プロジェクト」について

（３）社外の取組み

① 食育活動の取組みについて

社内資格制度「ティーテイスター（※）」や「野菜・果実マイスター」を中心に、お茶・野菜・果実の

健康性や健康的な食生活をテーマとした食育活動を地域社会の皆様、自治体、学校、企業等へ行って

います。※厚生労働省　社内検定認定制度「伊藤園 ティーテイスター社内検定」に合格した社員

18,878千円

2022年度から当社の主力製品カテゴリーのひとつである「野菜・果実」に関連して、社内資格制度

「野菜・果実マイスター制度」を発足しました。「野菜・果実」を中心にその健康性について学ぶこ

とを通して社員の知識の底上げや社員自身の健康のため社内で勉強会を実施したり、社外での食育活動

を通して、お客様と社員の健康で豊かな生活をサポートできる社員を育成しています。2022年度から

スタートし、2023年度までに505名が［初級］に合格しました。また2023年度には新たに［上級」も

スタートし3名が合格しました。

健康経営の実現には、社員が自律的に健康に取組むことが

大事という考えのもと、健康維持増進に関する取組みの愛

称を職場環境改善推進委員から公募。全国の衛生委員会メ

ンバーにより「伊藤園　茶んと健康！プロジェクト」に決

定し、発足しました。同プロジェクトのもとで社員の健康

維持増進のための施策をシリーズ化して毎年行い、ワーク

エンゲージメントの向上、健康寿命の延伸を目指していき

ます。

「ファミリーサポート制度」とは、社員とその家族が物心両面にわたる豊かさを得ることができるよ

う、社員とその家族のライフイベントを支援する制度です。育児休業の拡充（一部有給化）や病気との

両立支援（柔軟な働き方）、不妊治療への支援（休職・補助金）や介護に対する支援（時間や日数を

短縮できる勤務制度、介護専用相談窓口の設置）を制度化するなど様々な取組みを行っています。

不妊治療補助金　費用総額

育児・介護との両立に取組む社員

が安心して生活できるよう、多様

な働き方を支援するメッセージが

込められています。



② 『伊藤園 ウェルネスフォーラム』への取組み

③ 健康に資する高付加価値製品の企画・開発・提案について

④ ウェルネス自動販売機の展開について

社内資格制度「ティーテイスター（※）」や「野菜・果実マイスター」を中心に、お茶・野菜・果実の

健康性や健康的な食生活をテーマとした食育活動を地域社会の皆様、自治体、学校、企業等へ行って

います。※厚生労働省　社内検定認定制度「伊藤園 ティーテイスター社内検定」に合格した社員

「人生100年時代」に向けて、健康を意識した製品ラインアップを豊富に取り揃えたウェルネス自動販

売機を展開しています。

ビタミンやミネラルなどの摂取不足や脂肪・砂糖・塩分等の過剰摂取による栄養面の課題に対して、お

客様の健康ニーズに合った製品開発に取組んでいます。研究成果をいかし、ガレート型カテキンやテア

ニンなどの機能性を含み、健康価値が明確な特定保健用食品・機能性表示食品を幅広いカテゴリーで

開発することにより、健康的な生活習慣に貢献しています。

お茶を通じて社会課題の解決に貢献し“豊かに生きる”社会の実現を目指している伊藤園では、

健康不安を解消し、健康寿命延伸につなげる「情報発信プラットフォーム」として2019年から「伊藤

園健康フォーラム」を開催しています。第3回からはYou Tubeを媒体として開催し、累計視聴回数は

115万5千回以上（YouTube配信実施の第3回～第9回 2024/8/30時点の回数）となりました。今後も、

“お茶で人生100年時代を豊かに生きる知恵“として、専門家の方々と共に茶カテキンの効用や抹茶の健

康性などお茶の健康価値を伝える取組みを行ってまいります。


